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参
加
し
た
329
人
の
み
な
さ
ん
は
、
お
隣

の
国
・
韓
国
の
雰
囲
気
を
楽
し
み
、
ま
た
、

豪
華
客
船
で
の
優
雅
な
船
旅
を
満
喫
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

敦賀サマーフェスティバル２００１

昨
年
に
続
き
、
７
月
19
日

か
ら
22
日
ま
で
金
ヶ
崎
緑
地

を
中
心
に
敦
賀
サ
マ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

み
な
と
博
か
ら
の
盛
り
上

が
り
が
市
民
に
根
付
き
、
４

日
間
で
延
べ
３
５，

２
０
０

人
が
「
熱
い
」
夏
を
楽
し
み

ま
し
た
。

カッターレース（２０日）

金ヶ崎ストーリーウォーキング（２０日）

梅 雨 明 け と と も に

サ マ フ ェ ス が や っ

て来ました！

ジャンボ紙芝居（２０～２１日）

体験乗船（２０～２１日）

７
月
12
日
、
韓
国
東
海
市
と
の
姉
妹
都

市
盟
約
締
結
20
周
年
を
記
念
し
、「
敦
賀
市

民
の
船
」
が
敦
賀
港
を
出
港
し
ま
し
た
。

前
日
の
11
日
、
東
海
市
か
ら
突
然
、
国

内
の
情
勢
に
よ
り
公
式
訪
問
を
受
け
入
れ

ら
れ
な
い
と
の
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。
市

で
は
、
現
地

の
事
情
等
を

考
慮
し
て
要

請
を
受
け
入

れ
、
東
海
市

へ
は
観
光
船

と
し
て
入
港

し
ま
し
た
。

敦

賀

市

民

の

船

きらめきダンスコンテスト（２０日）
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杉
原
千
畝
氏
が
「
命
の
ビ
ザ
」
を

発
給
し
、
そ
れ
を
手
に
敦
賀
に
上
陸

し
た
ユ
ダ
ヤ
人
難
民
。
敦
賀
の
人
々

の
あ
た
た
か
い
も
て
な
し
が
、
ど
れ

だ
け
不
安
な
ユ
ダ
ヤ
の
人
々
の
心
を

救
い
、
日
本
人
の
や
さ
し
い
心
を
伝

え
て
く
れ
た
か
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

杉
原
夫
人
は
記
念
講
演
、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
で
何
度
も

言
わ
れ
ま
し
た
。
「
敦
賀
は
や
さ
し

い
ま
ち
、
親
切
な
ま
ち
」
と
。

杉
原
氏
の
発
給
し
た
「
命
の
ビ
ザ
」

に
は
「
人
が
人
を
思
う
心
」
と
「
命

の
大
切
さ
」
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
思
い
を
受
け
継
い
だ
当
時

の
敦
賀
の
人
々
。
今
度
は
、
今
を
生

き
る
私
た
ち
が
そ
の
先
輩
方
の
思
い

を
子
ど
も
た
ち
、
未
来
に
引
き
継
ぐ

番
で
す
。

20
日
、
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
で
、
６，

０

０
０
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
難
民
の
命
を
救
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
る
元
リ
ト
ア
ニ
ア
領

事
代
理
・
故
杉
原
千
畝

ち
う
ね

氏
の
夫
人
、
杉

原
幸
子
さ
ん
を
招
い
て
、
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
記
念
講
演
会
＆
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。

多
仁
教
授

杉
原
さ
ん
を
迎
え
て
の
こ

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
敦
賀
の
港
、そ
し
て
、

当
時
も
あ
っ
た
こ
の
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
で

開
催
で
き
る
こ
と
は
、
と
て
も
意
味
深

い
こ
と
で
す
。
江
戸
時
代
、
敦
賀
の
街
は
、
助
け
合

っ
て
生
活
し
て
い
る
街
、
や
さ
し
い
街
と
言
う
こ
と

で
、
小
浜
藩
か
ら
「
義
を
尊
ぶ
街
」
と
し
て
表
彰
を

受
け
て
い
る
ん
で
す
。

河
瀬
市
長

敦
賀
の
「
敦
」
と
い
う
字
は
「
手
厚
く
」
と

い
う
意
味
が
あ
り
、「
賀
」
と
い
う
字
は
「
祝
い
、

も
て
な
す
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら

「
敦
賀
」
の
地
名
は
、
敦
賀
人
の
気
質
を
表
わ
し
て

い
る
ん
で
す
ね
。

井
上
さ
ん

戦
前
戦
後
の
敦
賀
港
は
、
す
こ
ぶ
る
賑
わ
い
。

乗
船
す
る
人
、
見
送
る
人
、
荷
役
、
荷
物
で
あ
ふ
れ

か
え
っ
て
い
ま
し
た
。

白
石
さ
ん

ユ
ダ
ヤ
人
が
上
陸
し
た
の
は
多
く
が
冬
。
そ

の
時
、
朝
日
湯
さ
ん
が
お
風
呂
を
無
料
開
放
し
、
そ

れ
は
心
身
と
も
に
こ
れ
以
上
な
い
あ
た
た
か
い
も
て

な
し
で
し
た
。

杉
原
さ
ん

様
々
な
偶
然
が
重
な
り
合
っ
て
「
命
の
ビ
ザ
」

が
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ユ
ダ
ヤ
人
難
民
を
受

け
入
れ
て
く
れ
た
、
や
さ
し
く
親
切
な
敦
賀
の
人
た

ち
に
よ
っ
て
杉
原
の
行
為
（
ビ
ザ
発
給
）
が
活
か
さ

れ
ま
し
た
。
正
に
善
意
の
バ
ト
ン
が
引
き
継
が
れ
た

訳
で
す
。

河
瀬
市
長

敦
賀
の
発
展
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
は
や
は
り

「
港
」
で
す
。
人
流
・
物
流
あ
ふ
れ
る
港
。
杉

原
さ
ん
の
心
を
活
か
し
た
街
づ
く
り
を
し
て

い
き
ま
す
。

右
か
ら
（
敬
称
略
）

パ
ネ
ラ
ー

日
本
海
地
誌
調
査
研
究
会
　
井
上

い
の
う
え

脩
お　
さ　
む　

外
務
省
外
交
史
料
館
　
白
石

し
ら
い
し

仁
章

ま
さ
あ
き

杉
原

す
ぎ
は
ら

幸
子

ゆ

き

こ

（
杉
原
千
畝
夫
人
）

敦
賀
市
長
　
河
瀬

か

わ

せ

一
治

か
ず
は
る

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

敦
賀
短
期
大
学
教
授
　
多
仁

た

に

照
廣

て
る
ひ
ろ

赤煉瓦倉庫ＤＥ結婚式
（２２日）

フォーラム

新世紀に受け継ぐ平和交流と善意のバトン

勝手にＳＩ・ＴＥ・ＮＡコンテスト（２２日）

敦賀サマーフェスティバル２００１

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
締
め
く
く
っ
た
の

は
、
こ
れ
か
ら
の
敦
賀
を
創
る
若
者
た
ち
で
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
「
あ
つ
あ
つ
ス
ト
ー
リ
ー
」

を
つ
く
り
に
参
加
し
た
高
校
生
た
ち
。

敦
賀
の
街
と
歴
史
の
人
々
の
「
き
ら
め
き
」
を

大
切
に
。

人
々
の
出
会
い
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
感
動
の

「
お
ど
ろ
き
」
を
大
切
に
。

こ
の
街
と
人
々
が
織
り
な
す
未
来
創
造
の
「
と

き
め
き
」
を
大
切
に
。

世
代
を
超
え
て
多
く
の
人
々
が
出
会
い
ふ
れ
あ

う
「
つ
る
が
・
み
な
と
・
あ
つ
あ
つ
ス
ト
ー
リ
ー
」

を
大
切
に
し
て
い
き
ま
す
。
と
４
人
の
高
校
生
が
、

自
分
に
、
み
な
さ
ん
に
、
そ
し
て
敦
賀
の
未
来
に

向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
高
ら
か
に
読
み
上
げ
、
今
年
の
「
サ
マ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
１
」
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

あ
な
た
の
「
あ
つ
あ
つ
ス
ト
ー
リ
ー
」
は
い
か
が
で
し
た
か
？

サ
マ
フ
ェ
ス
と
い
え
ば
最
後
は
や
っ
ぱ
り

「
き
ら
め
き
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」

総参祭（２２日）

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
先
だ
っ
て
行
わ
れ
た

記
念
講
演
で
は
、
杉
原
夫
人
が
、「
命
の
ビ
ザ
」

を
発
給
す
る
と
き
の
情
景
、
苦
悩
、

決
断
、
そ
し
て
ユ
ダ
ヤ
の
人
々
の

気
持
ち
、
表
情
に
至
る
ま
で
、

切
々
と
、
し
か
し
と
て
も
や
さ
し

い
口
調
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

敦賀サマーフェスティバル実行委員会

では、杉原幸子氏の来敦を記念するとと

もに、杉原千畝氏の功績を讃え、旧国鉄

敦賀港駅舎（金ヶ崎緑地内）の前に植樹

を行いました。杉原氏と敦賀の関わりを

解説した

看板も設

置してあ

りますの

で、ぜひ

ご覧くだ

さい。

海津さんご夫妻海津さんご夫妻海津さんご夫妻海津さんご夫妻海津さんご夫妻海津さんご夫妻

増田さんご夫妻増田さんご夫妻増田さんご夫妻増田さんご夫妻増田さんご夫妻増田さんご夫妻

刀根さんご夫妻刀根さんご夫妻刀根さんご夫妻刀根さんご夫妻刀根さんご夫妻刀根さんご夫妻
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※

当
日
、
会
場
周
辺
は
車
両
の
進
入

禁
止
や
制
限
な
ど
の
交
通
規
制
が
行

わ
れ
ま
す
。

※

会
場
周
辺
で
は
消
防
車
、
救
急
車

な
ど
が
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て
走
り

ま
す
。
災
害
と
間
違
え
な
い
よ
う
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

※

前
日
ま
た
は
当
日
に
災
害
が
発
生

し
、
あ
る
い
は
発
生
の
恐
れ
が
あ
る

場
合
は
訓
練
を
中
止
し
ま
す
。

※

訓
練
の
実
施
（
中
止
）
を
、
当
日

６
時
30
分
か
ら
Ｒ
Ｃ
Ｎ
・
９
チ
ャ
ン

ネ
ル
（
防
災
放
送
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

市
民
防
災
課
　
1

22
・
８
１
６
６

◆
避
難
誘
導
・
避
難
路
確
保
訓
練

◆
航
空
先
遣
部
隊
進
出
訓
練

◆
飲
料
水
応
急
給
水
確
保
訓
練

◆
初
期
消
火
訓
練

◆
木
造
倒
壊
家
屋
救
出
・
救
助
訓
練

◆
炊
き
出
し
訓
練

◆
仮
設
ト
イ
レ
設
置
訓
練

◆
応
急
救
護
所
開
設
訓
練

◆
救
援
物
資
配
布
訓
練

◆
緊
急
輸
送
道
路
確
保
訓
練

◆
そ
の
他

・
起
震
車
搭
乗

・
濃
煙
通
過

・
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
情
報
収
集

・
人
命
救
助
シ
ス
テ
ム
展
示

◆
消
火
・
救
助
・
救
出
訓
練

◆
航
空
隊
合
同
訓
練

第
２
会
場

市
　
役
　
所

第
１
会
場

松
島
中
央
公
園

（
防
災
公
園
）

主

な

訓

練

内

容

《
訓
練
時
間
》

７
時
30
分
〜
12
時

（
第
１
・
２
会
場
　
９
時
〜
11
時
10
分
）

6
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９
月
１
日
、
敦
賀
市
防
災

総
合
訓
練
を
行
い
ま
す

９
月
１
日

G

、
平
成
13
年
度
敦
賀
市
防
災
総
合

訓
練
を
、
西
地
区
・
松
原
地
区
・
西
浦
地
区
を
対

象
に
行
い
ま
す
。

こ
の
防
災
訓
練
は
、
災
害
対
策
基
本
法
第
42
条

に
基
づ
き
、
自
衛
隊
な
ど
国
の
機
関
の
協
力
を
得

て
、
防
災
機
関
・
自
主
防
災
組
織
・
民
間
企
業
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
地
域
住
民
が
互
い
に
密
接
な
連

携
を
と
り
な
が
ら
、
大
地
震
を
想
定
し
た
実
践
的

な
訓
練
を
行
い
、
防
災
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
目

的
で
す
。

平
成
10
年
度

防
災
総
合
訓
練
よ
り
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平成１３年度　敦賀市ＩＴ講習会

内　　容 ウィンドウズの基本操作、インターネット、

電子メールの送受信など

対　　象 ２０歳以上で、パソコン初心者の方

定　　員 各講習会　２０人

（定員に満たない会場では、以前に受講

された方の再受講が可能です。

希望者は問い合わせください）

受 講 料 無　料

（ただし、テキスト代として

１，０００円が必要です）

応募方法 下記のハガキ記入例を参照のうえ、

往復ハガキで申し込みください

締 切 り １０月分は

９月１９日（水）必着
１１月分は

１０月１９日（金）必着

とき・ところ 左ページの日程表をご覧ください

※ 応募者多数の場合は市役所にて

公開抽選を行い、決定します。

新新ししいいココーーススががででききままししたた！！

１１００月月・・１１１１月月　　日日程程表表

問合せ・申込先は

Á９１４ー８５０１
敦賀市中央町２丁目１ー１

敦賀市役所　ＩＴ推進室　宛

1２２ー８１１４

※

青
い
文
字
の
部
分
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

※

記
入
も
れ
の
な
い
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。

ハ
ガ
キ
の
記
入
例

★新しいコースができ

ました

★コースに空きがある

場合は、再受講が可

能となりました


